
　

旭
川
市
は

人
口
34
万
人
、

道
内
第
二
の

都
市
で
す
。

北
海
道
は
梅

雨
が
な
い
の
で
、
米
作
り
に
適
し
て

お
り
、
特
に
旭
川
市
は
道
内
有
数
の

稲
作
地
帯
で
す
。
25
年
産
の
作
付
割

合
は
「
き
ら
ら
３
９
７
」
が
34
％
に

対
し
、
青
森
県
に
は
な
い
特
Ａ
米
の

「
な
な
つ
ぼ
し
」
41
％
、
「
ゆ
め
ぴ

り
か
」
17
％
と
二
枚
看
板
の
作
付
け

が
急
激
に
伸
び
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
人
気
の
北
海
道
米
で
す
が
、
農
業

ば
か
り
で
は
な
く
総
合
病
院
ま
で
経

営
す
る
巨
大
商
社
ホ
ク
レ
ン
の
経
済

力
と
政
治
力
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

反
面
、
農
業
先
進
地
で
あ
る
北
海

道
で
も
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
が
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

全
国
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
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の
う
ぎ
ょ
う
と
農
業
委
員
会

の
う
ぎ
ょ
う
と
農
業
委
員
会

来
年
は
農
業
委
員
の
選
挙
の
年
で
す

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

　
　
　
　

登
載
申
請
書
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は

農
家
の
申
請
に
よ
っ
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
な
い
と
、
農
業
委
員
選
挙
の

権
利
が
あ
り
ま
せ
ん
。
期
日
ま
で
に

忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

◉
申
請
書
の
送
付

　

12
月
27
日
頃
ま
で
に
、
各
農
家
へ

郵
送
し
ま
す
。
申
請
書
が
郵
送
さ
れ

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
選
挙
資
格
（
全
要
件
を
満
た

　

す
か
た
）

▼
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　

れ
た
か
た

▼
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内

　

に
住
所
を
有
す
る
か
た

▼
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

　

る
か
た
、
お
よ
び
同
居
の
配
偶
者

◉
提
出
期
限

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮
必
着

※
休
日
は
市
役
所
の
日
直
が
受
け
付

　

け
し
ま
す
。

◉
提
出
先

　

市
役
所
新
館
４
階
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
十
和
田
湖
支
所
市
民
生

活
係　

※
郵
送
可
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

家
族
経
営
協
定
は
、
仕
事
と
生
活
の

区
別
が
曖あ
い
ま
い昧
に
な
り
が
ち
な
農
業
経

営
に
お
い
て
、
労
働
時
間
や
役
割
分

担
・
報
酬
・
休
日
な
ど
に
つ
い
て
、

家
族
で
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
に
よ

り
、
生
き
が
い
と
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
締
結
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
締
結
さ
れ
た
か
た
は
、

自
分
の
役
割
や
責
任
、
給
料
が
分
か

り
、
配
偶
者
や
後
継
者
が
農
業
に
生

き
が
い
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
印
で
、
十
和
田
市
で
は

１
１
０
組
の
家
族
が
締
結
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
ご
家
族
で
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

今回調印された皆さん

国
内
農
業
視
察
研
修
報
告

　

他
農
業
委
員
会
や
先
進
地
事
例
な

ど
を
研
修
し
、
本
市
農
業
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
農
業
委

員
な
ど
10
人
が
８
月
26
日
か
ら
28
日

ま
で
の
３
日
間
、
北
海
道
旭
川
地
方

を
研
修
し
ま
し
た
。

【
視
察
研
修
先
】

◆
旭
川
市
農
業
委
員
会

◆
旭き

ょ
く
せ
い正
地
区
稲
作
協
議
会
長

　

佐
野
彰あ

き
と
し俊
氏
ほ
場
（
旭
川
市
）

◆
㈱
谷
口
農
場
（
旭
川
市
）

◆
ス
ガ
ノ
農
機
㈱
「
土
の
舘
」
（
上

　

富
良
野
町
）

　

大
規
模
稲

作
農
家
の
佐

野
さ
ん
は
、

稲
作
29
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
は

じ
め
35
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
妻
と
二
人
で

耕
作
し
て
い
ま
す
。
ほ
場
は
自
宅
か

ら
２
㎞
圏
に
集
約
さ
れ
、
自
宅
か
ら

見
渡
せ
る
範
囲
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

作
業
効
率
が
優
れ
て
い
ま
す
。
特
別

栽
培
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は
ホ
ク
レ

ン
の
一
元
集
荷
で
、
厳
し
い
肥
培
基

準
が
あ
り
、
栽
培
が
非
常
に
難
し
い

が
、
消
費
者
が
求
め
る
美
味
し
い
低

蛋た
ん
ぱ
く白
米
作
り
の
た
め
、
徐
々
に
増
や

し
た
い
そ
う
で
す
。
寒
く
て
も
特
Ａ

米
が
２
品
種
も
あ
る
北
海
道
農
家
が

う
ら
や
ま
し
く
、
青
森
県
も
早
く
な

ん
と
か
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

谷
口
農
場
は
、
６
次
産
業
を
実
践

し
て
い
る
法
人
で
、
正
社
員
21
人
を

通
年
雇
用
し
、
約
54
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

農
地
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
米
「
雪
の

舞
」
や
ト
マ
ト
を
栽
培
し
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
を
加
工
・
販
売
し
、
年
間
売

上
は
約
３
億
５
千
万
円
で
す
。
今
人

　

９
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
の
４
日

間
、
市
内
農
地
の
利
用
状
況
調
査
と

遊
休
農
地
確
認
な
ど
の
た
め
、
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
で
40
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
っ
た
遊
休
農
地
の
う
ち
13
・
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、

新
た
に
３
・
６
へ
ク
タ
ー
ル
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

遊
休
農
地
は
、
病
害
虫
の
発
生
や

不
法
投
棄
の
温
床
と
な
り
、
そ
の
農

地
ば
か
り
で
な
く
近
隣
農
地
へ
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
農
地
の
持
つ
多
面
的

機
能
の
喪
失
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

自
分
で
耕
作
で
き
な
い
か
た
や
、

農
地
を
貸
し
た
い
か
た
な
ど
は
、
お

気
軽
に
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

谷口農場の石碑前にて

市内農地を調査する農業委員

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

加
入
で
き
る
人

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
か
た
（
加
入
す

る
場
合
、
国
民
年
金
の
付
加
年
金

月
額
４
０
０
円
が
必
要
）

少
子
高
齢
化
に
強
い
積
立
方
式

　

自
分
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
収
入
を
積
み
立
て
、
そ
の
額

に
応
じ
て
年
金
額
が
決
ま
る
積
立

方
式
の
年
金
で
す
。

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

　

65
歳
か
ら
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

80
歳
前
に
亡
く
な
っ
て
も
、
80
歳

ま
で
に
支
給
さ
れ
る
分
が
遺
族
に

死
亡
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

税
制
面
で
の
優
遇
措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が

所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
料

　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
の
間
で
、
千
円
単
位

で
自
由
に
設
定
で
き
ま
す
。
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８
月
22
日
、
市
役
所
で
家
族
経
営

協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
深
持
の
佐
々
木
久
子
さ
ん
ご

家
族
と
中
野
渡
春
雄
さ
ん
ご
夫
妻
、

立
崎
の
立
崎
義
美
さ
ん
ご
夫
妻
、
八

斗
沢
の
斗
沢
亮
一
さ
ん
ご
夫
妻
の
４

組
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
は
親
族
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

　

日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
か
た

農
地
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
し
た

　

そ
う
し
た
中
で
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
結
末
が
、
日
本
農
業

の
未
来
に
ど
ん
な
影
響
を
も
た
ら
す

の
か
、
大
い
に
危
惧
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

苫米地一委員

気
の
旭
山
動
物
園
へ
の
出
店
ほ
か
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
や
首
都
圏
百
貨
店
へ

の
納
品
、
ネ
ッ
ト
販
売
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
私
達
を
案
内
し
て
く
れ

た
同
社
の
五ご

き

た
木
田
さ
ん
は
、
千
葉
県

松
戸
市
出
身
で
す
が
、
10
年
程
前
に

北
里
大
学
生
物
環
境
学
科
を
卒
業
し
、

こ
の
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
道
の
駅
に
て
、
話
題
の
特

Ａ
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」(

５
㎏

２
５
０
０
円)

を
購
入
し
、
帰
っ
て
食

し
て
み
ま
し
た
。
（
正
直
、
自
分
が

栽
培
し
た
「
ま
っ
し
ぐ
ら
」
の
方
が

美
味
し
い
！
）

小川正孝委員


